
　自他の人権を尊重し、よりよい国際社会を築くための資質や能力の伸長を図る。自ら学び、自ら考え、元気で心豊かな思いやりのある児童の育成を目指す。

　　〇粘り強く考える子　　　自己の目標をもち、よく考え、他者の考えを取り入れて課題を解決し、学び続ける児童を育てる　　　

　　◎仲良くする子　　　　　生命の尊さや自他のよさに気付き、規範意識をもち、相互に思いやり、励まし合える児童を育てる　　　　　　　　　　　

　　○元気に活動する子　　   健康に留意し、規則正しい生活習慣を身に付け、運動に親しみ、進んで心身を鍛える児童を育てる 

『自らを律し、ともに学び合う児童の育成】～生きる力を育む～

　　○目指す学校像　　　あったか先生のいる学校：4つの「あ」を大切に、心も体健やかに育ち、学習効果が上がる学校「愛情」「安全・安心」「あいさつ・温かい言葉」「ありがとう」

　　○目指す児童像　　　自ら学び、確かな学力を身につける児童　　自他の生命を尊重し、豊かな人権感覚をもつ児童　　健康と安全に心掛け、体力の向上に努める児童

　　○目指す教師像　　　教科指導や児童指導に専門的な力をもつ教師　　児童理解を深め、児童の心を開く、信頼される教師　　使命感と責任感をもち、研鑽に努める教師

学年 評価 評価 ご　意　見
① 4.0

② 3.7

③ 4.0

④ 3.5

⑤ 3.5

⑥ 3.7

専 4.0

全 3.8

① 3.3

② 2.7

③ 3.0

④ 4.0

⑤ 4.0

⑥ 3.3

専 3.8

全 3.4

① 4.0

② 4.0

③ 3.0

④ 4.0

⑤ 4.0

⑥ 4.0

専 2.5

全 3.6

① 4.0

② 4.0

③ 3.7

④ 4.0

⑤ 3.5

⑥ 3.7

専 4.0

全 3.8

① 4.0

② 4.0

③ 4.0

④ 4.0

⑤ 4.0

⑥ 2.7

専 3.6

全 3.8

① 4.0

② 4.0

③ 4.0

④ 4.0

⑤ 3.5

⑥ 4.0

専 3.1

全 3.8

① 4.0

② 4.0

③ 3.0

④ 4.0

⑤ 3.5

⑥ 4.0

専 3.0

全 3.6

① 3.7

② 3.0

③ 3.0

④ 3.5

⑤ 3.0

⑥ 3.7

専 3.9

全 3.4

① 3.7

② 4.0

③ 4.0

④ 4.0

⑤ 3.5

⑥ 3.7

専 3.7

全 3.8

① 3.7

② 2.7

③ 1.3

④ 2.5

⑤ 1.5

⑥ 2.3

専 3.1

全 2.4

定時退勤を月４回以上していると
いう評価80％以上

教職員
・目標を「月に２回から4回以上の定時退勤」に
変更したが、実際には昨年同様月に2回程度の定
時退勤にとどまった。
・新規採用教員、経験の浅い教員が多く、教材
研究や学年の打合せ等に時間が必要であった。
・意識改革だけでなく、より仕事量を減らした
り、効率化を図ったり必要がある。

・全体の仕事量が減らせるよう、教員の業務そのもの
の見直しをする。
・経営支援部でも効率化のアイデアを検討し、職場全
体の働き方改革に取り組む。（毎月の学年だよりをな
くし、学校だよりに集約する。）
・配布物の量や内容を精選し、HPに掲載する等へ変
えていく。（専科だよりの内容はホームページへ）

Ａ

管理職が見本となって、定時に帰れる日が増えるといいと
思う。
今後、よりブラッシュアップしていくとよい。
印刷物について、印刷代、手間を考えるともったいないと
感じていた。すべてオンライン配信にしてはどうか。
児童一人一人にかける時間もふえてきていると思う。ＨＰ
に掲載するのはとても良い。

月に４回以
上、定時退勤
をしている。

60

1 月に１回未満実施 1
教職員の実施しているとい
う評価60％未満

1 月に１回以下 1 定時退勤を月４回以上していると
いう評価60％未満

3 月に４回 3 定時退勤を月４回以上していると
いう評価70％以上

2 月に２〜３回 2 定時退勤を月４回以上していると
いう評価60％以上

Ａ

学校の５S（整
理・整頓・清
掃・清潔・習
慣化）をSDG
ｓや公費であ
ることを意識
して実施して
いる。
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3 月に２〜３回実施 3
教職員の実施しているとい
う評価70％以上

2 月に１回実施

週に１回以上実施 4
教職員の実施しているとい
う評価80％以上

教職員
・教職員の５Sの意識が継続されており、整理・
整頓への意識が習慣化した。
・長期休業中に職員全員で教材室や倉庫の整備
をしたため、日々の授業準備がしやすくなっ
た。
・物品が公費で購入されていることへの意識が
足りない。

・定期的に備品や教材等を整理整頓する。
・現状を周知し、リサイクル意識を高める。
・紙や文具の無駄遣いを減らす。
（画用紙の使い方・ボールペンの詰替利用・付箋の消
費・印刷ミスの削減・カラー印刷の必要性の精査）
・定期的に声を掛け合い、SDGs等の意識付けをする
ことが必要。

2
教職員の実施しているとい
う評価60％以上

1 事案発生２日以上後 1
保護者の対応していると
いう評価60％未満

業
務
の
改
善
・
働
き
方
改
革

働
き
方
改
革
の
推
進

9
経

働きやすい環境づ
くり

学校の５Ｓ（整理・
整頓・清掃・清潔・
習慣化）をSDGｓ
や公費であることを
意識して実施する。

4

8
健

誠実かつ迅速に対
応する組織運営

教職員間での連携を
密にし、保護者の質
問や相談に誠実かつ
組織的に対応する。
学年間で対応につい
て交流し、改善点を
生かす。

保
護
者
や
地
域
と
の
連
携

保
護
者
・
地
域
と
連
携
し
た

 
 
 
 
教
育
活
動
の
推
進

7
経

家庭や地域への積
極的な情報提供

学校ホームページを
適切に更新する。

10
経

教職員の「働き方
改革」への意識の
向上

「学校における働き方改
革推進プラン」（市教
委）をふまえ、平日の在
校時間を１０時間以内と
する取組の一つとして、
定時退勤日を各自設定、
実施する。

4 月に５回以上 4

3 事案発生当日 3
保護者の対応していると
いう評価70％以上

2 事案発生翌日 2
保護者の対応していると
いう評60％以上

保護者の対応していると
いう評価80％以上

保護者
・生活指導夕会等で、良いことも改善すべき点
ことも、全体で交流することができていた。
・保護者に対して、迅速かつ丁寧な対応ができ
ていた。学年だけではなく、必要に応じて、校
内委員会等、組織として対応に当たることも
あった。

・学年、管理職への報告・連絡・相談をしっかりする
とともに、校内委員会において検討する等、個人だけ
ではなく組織で対応することで、今後も丁寧に対応し
ていく。
・今年度の反省を次年度へ生かすために、記録を残
す。（生活指導台帳の「その他」の欄へ記入する。）

Ａ 子どものことを個人ではなく組織で対応するということは
とてもすばらしいと思う。

学校は、保護
者からの相談
に迅速・誠実
に対応してい
る。
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1
学年や専科で学期に１
～2回更新 1

保護者の行っているとい
う評価60％未満

4 事案発生直後 4

Ａ 地域の協力者にも、積極的にお知らせしたい。
学校は、ホー
ムページを適
切に更新して
いる。

3
学年や専科で1か月に
１回更新 3

保護者の行っているとい
う評価70％以上

2
学年や専科で２か月に
１回更新

学年や専科で１か月に
2回以上更新 4

保護者の行っているとい
う評価80％以上

保護者 ・副校長業務支援員の協力により目標達成でき
た。
・経営支援部で学校全体のHPアップ内容を確認
し、HP担当が計画的に更新できるよう掲載内容
の集約・周知したので、学年間でも事前に準備
ができた。
・夏季休業中に、ＨＰ担当がＨＰ更新研修を
行ったので、できる人員が増えた。

・次年度も「学年や専科で1か月に２回以上更新」を
目標に、取り組んでいく。
・記事の内容は、簡単なものでも良いこととする。
・副校長業務支援員に頼りすぎず、教職員全体の負担
にならない程度に取り組む。
・次年度もコミュニティ・スクール実施校として、地
域・保護者と連携した教育活動を継続していく。

2
保護者の行っているとい
う評価60％以上

1 児童への授業と教職員の研修
を合計年３回未満実施 1

保護者の取り組んでいる
という評価６0％未満

4
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保護者

・学期ごとに学校生活アンケートを全児童に実
施することにより、児童の悩み等に寄り添い対
応することができた。また、教職員によるいじ
め防止研修を計３回実施することでいじめに対
する意識を高めることができた。

・今年度、研修を通して共有することのできたいじめ
防止策を各学級で日常的に実施していくことにより、
一層のいじめ防止に取り組んでいく。そして、全教職
員、児童ともに「いじめは絶対に許されない」という
意識を高めていく。
・いじめ防止対策委員会について周知する。

Ａ

アンケートに書けないこと、書きづらいことを抱えた子も
いると思う。担任の先生を中心に、一人一人の様子を注視
することは続けて欲しい。
学校生活に慣れると、言葉遣いがひどくなる傾向がある。
相手の気持ちを考えて発言する等伝えていく必要がある。
いじめのきっかけ・原因の根底にあるところは、様々な関
係者との話し合いが大切なのではないか。

学校は、いじ
め対応やいじ
め防止につい
ての取組をし
ている。

94

1 週に３回未満実施 1
児童のできているという
評価60％未満

3 児童への授業と教職員の研修
を合計年４回実施 3

保護者の取り組んでいる
という評価７0％以上

2 児童への授業と教職員の研修
を合計年３回実施 2

保護者の取り組んでいる
という評価６0％以上

保護者の取り組んでいる
という評価80％以上

Ａ
家庭で呼びかけて気を付けていく必要がある。
ハンカチを使う習慣が大人も少なくなっているのでは。
（使い捨てペーパーの使用）

手洗いをした
り、けがに気
を付けて生活
したりしてい
る。

82

児　童
・手洗いについて
昨年度の５月から新型コロナウイルス感染症が
第５類に移行したことにより、手洗いに対する
意識が緩んでいる。また、手洗いはするが、手
をハンカチで拭くことが課題である。
・けがについて
大きなけがの発生件数は少なかった。

・ハンカチを毎日、持参するよう、保健だよりなどを
活用し、保護者へ周知する。
・丁寧な手洗いや、けが・事故の発生を防ぐため、す
こやかタイムや学級での指導を行っていく。2

児童のできているという
評価60％以上

1
70％未満の授業で実
施 1

保護者の取り組んでいる
という評価６0％未満

3 週に４回実施 3
児童のできているという
評価70％以上

2 週に３回実施

毎日実施 4
児童のできているという
評価80％以上健

康
で
安
全
な
学
校
生
活

児
童
の
健
康
と
安
全
の
増
進

５
健

健康に関する教育
の啓発・指導の計
画的な実施

手洗い、安全な生
活、健康についての
指導を養護教諭と連
携して行う。

4

４
学

児童一人一人を大
切にした指導の実
施

人権教育の推進を通
して、よさを認め、
あたたかな心を育む
指導を実践する。

豊
か
な
心
の
育
成

生
活
指
導
・
人
権
教
育
の
充
実

３
健

異学年交流を通し
て、心豊かな思い
やりのある児童の
育成

ペア学年活動などの
異学年交流を充実さ
せ、互いに認め合い
協力できる指導を実
践していく。

６
健

いじめの未然防
止・早期発見・早
期対応

いじめ防止に関する授
業や教職員の研修を
行ったり、日頃のいじ
め防止の対策の取組を
交流したりする。ま
た、いじめ調査や情報
交換を定期的に実施
し、実態把握や対応に
組織的に取り組む。

4

4

1

児童への授業と教職員の研修
を合計年５回以上実施 4

3
80％以上の授業で実
施 3

保護者の取り組んでいる
という評価７0％以上

2
70％以上の授業で実
施 2

保護者の取り組んでいる
という評価６0％以上

1
児童のできているという
評価60％未満

4
90％以上の授業で実
施 4

Ａ
ペア学年交流の活動内容を次年度へ引き継ぐことは、働き
方改革的にも、子どもにも、とても良いと思う。
日常の学校生活や通学時においても異学年での仲の良い様
子を微笑ましく見ている。

ペア学年活動
などで、違う
学年の友達と
も仲良くして
いる。
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3 ２か月に１回実施 3
児童のできているという
評価70％以上

2

・今年度、ペア学年交流の活動内容の記録を残したた
め、来年度の活動内容を決める参考にして、内容をよ
りよくしていく。専科も担当の学年を決めて、各月の
活動や遠足等にできる限り同じ教員が参加することが
できるようにしていく。2

児童のできているという
評価60％以上

学期に１回実施

月１回以上実施

保護者の取り組んでいる
という評価80％以上

保護者

・「西東京あったか先生の取組」に関わる教員
研修や、道徳教育、全員面談を通して学校で一
貫した指導を行うことができている。

・個人面談や学校生活アンケートを活用し、一人一人
を大切にした指導に努めていく。

3
80％以上の教科及び
単元で実施 3

児童のできているという
評価70％以上

Ａ

学校の授業は
よく分かる。

94

児　童

学校は、お子
様のよさを認
め、あたたか
な心を育む取
組をしてい
る。

94

4
児童のできているという
評価80％以上

児　童

・ペア学年で月に１回交流を行った。しかし、
毎月時間を十分にとって遊びを行えたわけでは
なかった。また、専科が毎月の活動に参加でき
ていない状況であるため、調整が必要だ。

児童のできているという
評価60％未満

・校内研究を進め、児童の話し合い活動を中心
として、個別最適な学びと協働的な学びを一体
的に充実させ、主体的・対話的で深い学びを実
践することができた。

・校内研究の成果を基に、児童自身が問題を発見し、
その問題を解決する方法の計画を立て、結果を予測し
ながら学習に取り組むことができるようにする。その
ために、話し合い活動の充実と個に応じた指導及び支
援をしていく。

Ａ 個に応じた指導の支援に必要な人の確保も同様にできると
よいのではと思う。

授業に、自分
の考えをもっ
て取り組んで
いる。

88

学期に１回未満実施

児童のできているという
評価60％以上

児童のできているという
評価80％以上

Ａ

1
70％未満の教科及び
単元で実施 1

児童の深まっているとい
う評価80％以上

児童の深まっているとい
う評価70％以上

児童の深まっているとい
う評価60％以上

児　童

・授業におけるめあてを明確にすることで、児
童に自分の考えをもたせることができた。
・芝久保学習スタンダードに基づき、児童が見
通しをもって学習に取り組めるようにしてい
る。

・授業におけるめあてを示し、それに対するまとめや
振り返りを行い、学習内容の定着を図る。
・芝久保学習スタンダードに基づいた指導を引き続き
行っていく。
・校内研修、校内研究等を通して、指導力の向上に努
めていく。

1 週に１回未満実施 1
児童の深まっているとい
う評価60％未満

4
90％以上の教科及び
単元で実施 4

3 週に３～４回実施 3

本時の目標を基にめあ
てを示し、学習の見通
しをもたせる。また、
めあてに対するまとめ
や振り返りを行い、学
習した内容を再確認さ
せる。

4 週に５回以上実施 4

2 週に１～２回実施 2

確
か
な
学
力
の
向
上

教
職
員
の
指
導
力
の
向
上

１
学

芝久保学習スタン
ダードに基づいた
指導の実施

２
学

自分の考えがもて
る指導の工夫

考える内容の明確
化、自分の意見をも
つ時間の確保、意見
交流の時間の設定な
どの工夫をする。

2
70％以上の教科及び
単元で実施 2

令和５年度　西東京市立芝久保小学校　学校自己評価表

＜学校教育目標＞
　学校関係者評価
　　A･･･評価は適切である
　　B･･･評価に一部改善が必要である
　　C･･･全体的に改善が必要である

＜目指す学校像・児童像・教師像＞

領域
中期経営

目標
番号 短期経営目標 具体的方策 努力目標

学 校 関 係 者 評 価 欄
成果目標

教職員
アンケート

評価
（％） 分　析 改　善　策


